
   
【２年生 家庭総合】災害への備えを学びました 

 
ぶれている写真は真っ暗な体育館でフラッシュを用いて撮影したためです。 

２月５日（木）、２年生が「家庭総合」の「災害への備え」の単元の中で、段ボールベットと間

仕切りの組立体験、非常食の調理・試食体験をしました。 

江津市役所総務課防災係主任の多幾一平様にご来校をいただき、アドバイスをいただきながら、

暗闇の中で、江津市役所の備品をお借りし、段ボールベットと間仕切りの組立を体験しました。 

災害を想定して、暖房を使用せず、暗幕を引いた真っ暗な体育館の中で組立をすることは、組立

マニュアルやつなぎ目が見えなく、とても大変なことが分かりました。「カメラのフラッシュがと

ても助かる」という生徒の言葉が印象に残りました。間仕切りとベットを組立後は、照明をつけ、

非常食を調理していただきました。 

わずかな時間でしたが、実際に避難所生活を模擬体験してみると、その大変さが理解できました。 

本日の学びを忘れずに、しっかりと備えをします。 

多幾様、ご多用のところありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＳにも掲載します 


